
● 系列相関の場合の推定（コクラン・オーカット法）： 

 

11 月 10 日の構造変化の数値例（326 ページ参照） 

ファイル名は「AR1.xlsx」 

 

Yi＝α＋βXi＋γdi＋δdiXi＋ui 

 

i=1,2,…,9 のとき di＝0，i=10,11,…,20 のとき di＝1 

 

切片・傾きともに 10 期以降，構造変化が起こるというモデル 

 

この Excel ファイルを gretl で読む 

ファイルは右の Excel ファイル 

 



gretl で「ファイル」，「データを開く(O)」，「ユーザー・ファイル(U)」とし，さらに，右下の「Gretl デー

タファイル(*.gdt, *.gdtb)」のところを「全てのファイル(*.*)」にすると，ar1.xlsx ファイルが出てく

る。 

 

ar1.xlsx を選択すると次の画面が出てくる。 

 



 

この場合は「OK(O)」で下の画面となる。 

 

 

今回は，時系列データなので，「はい(Y)」を選択すると，次の画面へ。 

 

「時系列」にチェックを入れて，「進む(F)」を選択する。次の画面へ。 



 

ここでは「その他」にチェックを入れ，「進む(F)」を選択する。 

次の画面へ。 



 

そのまま「進む(F)」を選択する。 



 

「適用(A)」を選択する。次の画面へ。 



 

画面下の左から 3 番目の「 」（「gretl コンソールを開く」）を利用する。 

 

 



「genr dx=d*x」として，diXiをあらかじめ作成しておく。 

Yi＝α＋βXi＋γdi＋δdiXi＋uiを推定するために，「ols y const x d dx」とタイプする。 

下記の結果が得られた。 

 



ダービン・ワトソン（DW）比について，n＝20，k’＝3 で，5％点は dl＝1.00，du＝1.68 となっている（山

本拓著『計量経済学』356 ページ参照）。 

誤差項は， 

・DW＝0～1.00 のとき，正の系列相関あり 

・DW＝1.00～1.68 のとき，正の系列相関がありそうだが，正確には判定できない 

・DW＝1.68～2.32 のとき，系列相関なし 

・DW＝2.32～3.00 のとき，負の系列相関がありそうだが，正確には判定できない 

・DW＝3.00～4.00 のとき，負の系列相関あり 

となる。 

 

DW＝2.695 なので，「負の系列相関がありそうだが，正確には判定できない」に分類される。 

判定できない場合も，完全に系列相関があるとは言えないので，話を先に進める場合が多い。 

ここでは，gretl の練習として，コクラン・オーカット法を用いて，系列相関があるものとして収束計算に

よって推定する。 



「ar1 y const x d dx」として，コクラン・オーカット法（12 月 3 日講義ノート，440 ページ）を用いる。

結果は下記の通り。 

 



AR モデル ＝ 自己回帰（AutoRegressive）モデル 

AR1 ＝ 一次の自己回帰モデル（first-order autoregressive model） 

＝ 説明変数に被説明変数の一期前変数 

 

収束計算の様子は ITER（iteration）で，4 回繰り返し計算によって収束したことを示す。 

 

DW＝2.4105 は，Yi
*＝α’＋βXi

*＋γdi
*＋δdiXi

*＋εi について，εiの系列相関を調べるためのものである。 

ただし， 

Yi
*＝Yi―ρYi-1 

Xi
*＝Xi―ρXi-1 

di
*＝Yi―ρYi-1 

diXi
*＝diXi―ρdi-1Xi-1 

εi＝ui―ρui-1 

とする。 



第8章 識別性について

8.1 例：需要関数・供給関数

ある財の需要関数・供給関数を推定することを考える。

需要量と供給量が等しいところで取引される。

すなわち，需要量と供給量が等しいところでデータが観測されるものとする。
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下図のように黒丸で需要量 Qi と価格 Pi のデータが観測されたとする。
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最小二乗法によって，下図のように (Qi，Pi)の関係を表す線を引く。
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この直線は何を表す直線か？

価格 Pi が上がれば，需要量 Qi が下がるので，需要関数か？

それとも，供給関数か？

実は，この直線は需要関数でも供給関数でもどちらでもない。

需要関数は，

QD
i = α0 + α1Pi + α2Yi + ui

となる。

価格 Pi が上がるにつれて，需要量 QD
i は減少する（右下がり）。すなわち，α1 < 0
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所得 Yi が増加するにつれて，需要量 QD
i が増加する。すなわち，α2 > 0
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この例では，QD
1，QD

2，· · ·，QD
5 の順に所得が増加する（Y1 が最も小さく，Y5 が最も大

きい）。

所得 Yi が大きくなるにつれて，切片が大きくなる（この場合，α0 + α2Yi が切片）。

同じ価格の下では，所得が増加すれば需要量が増える。

供給関数は，

QS
i = β0 + β1Pi + β2Zi + vi

と表される。

価格 Pi が上がるにつれて，供給量 QS
i は増加する（右上がり）。すなわち，β1 > 0
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価格が上がれば，生産を増やして売る方が儲けが多い。

変数 Zi は財の種類によって異なる。

β2 の符号も Zi によって正負のどちらにもなり得る。

農作物の需給を考えるのであれば，供給量は天候に大きく依存するので，Zi は日照時間，

降水量などが適切な変数となる。

または，Zi に作付面積なども考えられる。

作付面積が増えれば供給量も増える。

車，PCなどは工場設備などの稼働率が考えられる。

いずれにしても，Zi は供給関数にとって，重要な変数となる。

499



供給関数が次の図で表される。供給関数は右上がりで，β0 + β2Zi が切片となる。
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下図のように，需要と供給が交わるところで，需要量（供給量）と価格が決まる。
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需要関数の形状が決まるためには，Qi，Pi以外の需要要因の変数が必要となる（この場合

は，所得 Yi）。

同様に，供給関数の形状が決まるためには，Qi，Pi 以外の供給要因の変数が必要となる

（この場合は，Zi）。

この問題を，識別問題（identification problem）と呼ぶ。

需要関数と供給関数を区別して推定できるのかという問題である。

Qi，Pi だけでは，何を推定しているのか分からなくなる。

何かを推定するうえでは，常に念頭に置いておかなければならない事項である。

502


